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<La Sauvage> ou l'eloge de la 

civilisation par Vigny 

回 中 隆

~II su伍tde lire les premiers vers de la Saullage pour y reconnaItr，εla tracεde Chateau-

briand.~ と Maurice Langeは書いている 1)例えば嵐とその前兆は， ~Atala~ 1こ由来す

る.BPち， ~ La Sauvage ~の，

Votre nuit est bien sombre， et le vent seul murmure. 

は， ~Atala~ の~Le ciel commenca主secouvrir. Les voix de la solitude s'eteignirent. ~ 

にその sourceを持つ.また

L' orage sonne au loin， le bois va ie courber. 

は， ~ Bientot les roulements d' un tonnerre lointain.. .Les forets plient.)>の模倣であり，

Le combat se prepare et l'immense ravage 

Entre la nue ardente et la foret sauvage 

は，~La foudre met le feu dans les bois...; des colonnes d'eteincelles et des fumees assiegent 

les nues...)>からの借用となるのである.このほか， ~ pauvre lndienne)> が子供を連れ

ている様子を描写する僚に用いられた~au sein)>， ~ sur l' epaule )> と云った言葉は，

~ Le V oyage en Amétique)> では~a la mamelle ou sur leurs epaules)> と書かれている

もので Chateaubriandの目撃したことになっている lndiennesによるものであるとか，

彼女即ち~pauvre Indienne)> が~l'homme de la Peau Rouge)>たる Hurons族の男

から，その足跡を調べながら逃れるくだりは，同じく~Le V oyage en Amerique)>で書き

留められている未開人の驚異的な特殊能力 lこ着想したものであるとか ~La Sauvage)> 

に見られる Ch乳teaubriandの模倣は枚挙にいとまがない.これは， ~ pauvre lndienne)>が

導かれて行く ~ La maison de forme britannique)> の~proprete )>は~Le Voyage en 

Amérique)> の著者の観察の中に見られる言葉であるし，少女達が~pauvre Indienne ~に

問いかける ~colliers d'azaléa)> は，既に Chactas が Atala の為 l乙作ったとして ~Atala~

の中に用いられているものである等更に細かく詮議されているのである.けれども， ~La 

Sauvage)>における借用の問題は Chateaubriandからにのみとどまるものではない.Jean 

Giraud の精綴な研究2) で， Vigrly が~La Sauvage ~の為![ Fenimore Cooperより汲ん

だもの， Alexis de T ocqueville にその典拠を求め得るもの等が，更により分けられたので

ある.Jean Giraudの研究には興味ある言及が多く， ~ Les Destinees ~の註釈はどれも，

これに負うところが多いと思われるの.就中， Vignyがこの詩で強調している所有権の問

題に光をあてた点で寄与するところが大きかったと思われる.と云うのは，この点でも，
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必ずしもそれが Vigny独自のものでないのが判明したからだが， 同時lこ， 彼がもっぱ

ら<tAta1a)>に借りたものとは異質のものを，その典拠は告げるからである.それは概ね

T ocgueville によるもので， Chateaubriand !こ負うところの多い自然と云う背景描写に対し

て<tDe 1a Democratie en Amerigue)> が与えるものは詩の中核をなす思想である.題

こそ<tLa Sauvage)>であるが， Vignyがこの詩でなしたものは，未開性の弾劾(逆に云

えば文明の礼讃)であって，その訴訟理由書を彼は Tocg出 villeK.見出したのである.そ

の理由とは，第ーに未開人の放浪性であり，次いで、彼等の世界に於ける法の欠除であり，

第三lζ，労働と婦人に対する蔑視である.例えば

Cain le 1aboureura sa revanche lCl， 

Et le chasseur Abel va， dans ses forets vides， 

Voir errer et mourir ses familles 1ivides， 

Comme des loups perdus gui se mordent entre eux， 

Aveulges par la rage， aff"ames， malheureuxぅ

に対して<tLes Indiens， gui avaient vecu jusque-la dans une sorte d'abondance， trouvent 

di伍ci1ementa subsister， p1us di伍ci1ementencore立seprocurer 1es objets d'echange dont i1s 

ont besoin. En faisant fuir 1eur gibier， c'est comme si on frappait de 訂正rilite1es champs 

de nos cu1tivateurs. Bi化en凶1立tο白t1es moy戸ensd'e口XlぱS託tenc臼e1eε乱叩u山1汀rma肌ngu山en叫tpr陀es叫qu出eent叩ti怯止r陀ement. On 

比悶m叩n町1χcont悦r陀.でε呂d山仇10rs町orsc臼悶…ε白口inf，らfor町…r

s託ertsおs.)>(<tD巴 la 孟 D岳mo町Cαr悶昌抗叩t口ieen Am正rique)>， t. II， ch. X. 傍線筆者)を Tocguev ille に見

出し得るし，

Pour avoir dedaigne le Travai1 et la Femme. 

に対しては， <<Les indigenes de l'Amerique du Nord ne considere pas seu1ement le travail 

comme un mal， mais comme un deshonneur， et leur orgueil lutte contre la civilisation pres-

que aussi obstinement que leur paresse.)> (De la Democrati巴 enAmerique， t. II， ch. X) 

を Tocgueville K，又<tChez tous les Indiens， le sort reserve aux femmes etait a peu pres 

le meme. La femme etait bien plus la servante que la compagne de l'homme... Chez tous 

la femme occupait la poslt1on d'un etre inferieur.)> (<tMarie)>， t. II， p. 324)を， これは，

G. de B伺 umontに見出し得るのである.叉，

恥1es五ls，puis， aprとseux， leurs五Iset leurs neveux 

Faucheront tout le reste avec leurs bras nerveux， 

Et la terre ou je suis doit etre aussi leur terre; 

Car de la sainte loi tel est le caractere 

Qu'elle a de la Nature interprete les crIs. 
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は，その典拠を Tocqueville の ~Les Indiens l'occupaient， mais ne 1e possedaient pas. C'est 

par l'agricu1ture que l'homme s'approprie 1e sol， et 1es premiers habitants de l'Amerique vivai-

ent du produit de 1eur chasse.)> (~De 1a Democratie en Amerique)>パ.1， ch. 1，尚， l'，le=le 

vaste pays) に認め得るのである. ところで， このように綿密に探られた典拠とは別に，

Vigny独自の問題と云う而からすると，この詩に際立つ彼の主張はどうみられるであろう

か.次に述べるところは，それを試みようとしたものである.

~La Sauvage)> !と V叩1yの文明観が雄られていること， しかも， ここで彼がなした

のが文明の讃歌であることは異論のないところと思われる.詩人自ら， 1843年1月31日，

Ml1e Maunoir !(宛てた書簡で，そのことを述べている.

~J'ai vou1u prouver que 1a civi1isation pouvait etre chantee ainsi que 1a raison， et que 

1es races sauvages etaient coupab1es envers 1a famille humaine de n'avoir pas su venerer 

1a Femme， 1a cu1ture， l'heredite， former une societe durab1e， et qu'il etait juste que 

l'Europe 1es forcat d'en recevoir une. Quoique j'aime J.-J. Rousseau， ma conscience m'a 

force de prendre 1e theme contraire au sien.)> 

文明についての Vigny の考え方は，詩人の日記 (~Le ]ourna1 d'un Poete)>)にとれを

たずねると，既l乙1831年l乙得られる.

~ L'humanite a les memes droits sur el1e-meme qu'un homme sur son corps pour le 

guerir. Si l' on prefere la vie a la mort， on doit pr訂正rerla civi1isation a la barbarie. 

トJullepeuplade dorenavant n'aura le droit de rester barbare a cδte des nations civi1isees.)> 

年月をへだてて， 1840年のものとして，殆んど同様の字句が詩人の日記lこ載せられている.

これは Vigny の文明観が変化していないとする観方を支える一つのよりどころとなると

思われる.

さて， ~La Sauvage)> が文明礼讃の詩であることは，以上の詩人自らの証書によって

明らかであるが， 次に， いま少し具体的に説明し， それが Vigny にあっては根本をな

す思想であることを主張したい.この詩は，新大陸アメリカの，人跡未踏の森林の描写か

ら始まる. しかして，そこに Hurons族によって皆殺しの目に遭わされた部族のやっと

生き残った一人の若い母親と二人の子供を逃れしめて，白人の保護を求めさせるのである.

この詩の最も重要な部分は，この若いインディアンの母親の頼みに答える，その白人の主

人の言葉に求められる.そうして，それは既に見た Tocqueville に典拠を見出し得るもの

である.彼の主張は第ーに，大地は神聖であり，固い大地に仕える者にこそ世襲の権利は

綬けられると云うことである.

I1s apprendront de nous， tr昌vailleurs，que 1a terre 

Est sacree et confrere un droit hereditaire 

A ce1ui qui la sert de son bras endurci. 
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第こには，労働と女性を軽蔑したが故に未聞の遊牧民は有罪であること.

Et 1e chasseur Abel va， dans ses foret vides， 

V oir errer et mourir ses familles 1ivides， 

Pour avoir dedaigne 1e Travail et 1a Femme. 

第三には，未開人は平和や秩序や市民法を憎んで、いたが，今彼等をとりまいているのは法

であり，この法こそ神聖であって，人呼んで法と云うが，実は自由なのだと云うのである.

Vous haissez 1a paix， l' ordre et les 10is civiles， 

Et vous voil主cernesdans l'anneau grandissant. 

一一Vousm'appelez 1a 1oi， je suis 1a Liberte. 

ところで，この詩には civilisation と云う言葉そのものは一度も出て来ない. また，文

明礼讃と云っても，物質的，機械文明の礼讃でないことも瞭然としている.詩人は，野盤，

未聞としてとりあげ得るすべてに対立するものとして文明を考えていると思われるのであ

る. したがって，それは，むしろ，精神的なものである 5) それを指す言葉を ~La Sau-

vage)>なる詩より求めるならば，争いに対する平和，無政府状態に対する秩序(即ち法)， 

不正に対する正義，奴隷的束縛に対する自由，憎悪に対する慈愛，蒙昧に対する理性，無

為徒食l乙対する労働のすすめ，女性蔑視に対するこれの尊重が得られ，キリスト教がすべ

ての支えとして置かれるのである.けれども，この詩に於て特に顕著であるのは，法の擁

護であって，先にも述べた知く，赤肌の人は「平和を，秩序を，市民法を，そして都市で

の人民の神聖な結合を憎んでいた」が故に，ヨーロッパから来た開拓者によって弾劾され

ているのである. しかも，その因は，彼等が「労働と女性を軽蔑した」が為にほかならな

いのである.かつて詩人の日記 (~Le Journa1 d'un Poete)>)に記した如く， Vignyは，

もし死より生を好むならば，文明を選ばざるを得ないこと，即ち理性の名の下に働く開拓

者にならねばならぬことを，ここで主張しているのである.また，再三，同じことを繰り

返すようであるが i働く者からこそ， 大地は神聖であることが教えられ， 固い大地に仕

える者にこそ，世襲の権利は授けられるのである..Jと力説しているのである.

ところで，この法の擁護，労働のすすめ，世襲相続権維持の要請等は， Vignyにとって

は実に根本的な問題である. ~Le Journa1 d'un Poete)>をひもどいてみると，如何にこれ

等が彼の頭を占めていたか，また彼の考えの基盤となっているかを窺い知ることができる.

まず第一の法の擁護についてであるが，これは元来，無政府状態、の嫌悪と云う形で始まっ

たものである.特に1830年の7月革命後混乱に乗じての無頼の徒の無法行為を目撃して，

彼は秩序の再建こそ急務と考えるのである.このことは，彼を革命そのものを否定するよ

うには決して導くものではないけれども，暴力による解決を忌避する方向に向けたことは
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確実である.具体的に示す為に ~Le ]ourna1 d'un PO在日》より， そのー，二を拾い出す

と，次のようなものが見られる.

~ Les ouvriers viennent demander de l' argent， 1e pisto1et主1aceinture， dans 1es mai-

sons. 11 e'it temps d'etab1ir l'ordre.-C'est un devoir que d'etre dans 1a Garde natio-

nale.)> (1830年 8月3日)

この決心は，事実，彼をして laGarde nationale rc.参加せしめる. しかし，現実の政治
は，彼の理想とは程遠心ために，彼は次第に裏切られた感を深くする.それでも，暴力

を憎む気持は変らず，むしろ益々強くなってゆくようである.この間の事情は1831年の記

事をみるよく分る.少し長いが，ここにその全文を載せて置く.

~]e viens d'apprendre que j'ai ete denonce chez le ministre de l'Interieur comme 

carliste--Quelques jours avant， comme印刷1ω町 auPalais-RoyaI.一一Voila a quoi sert 

1e devouement dans 1es temps de Revolution! ]'ai fait l'abnegation de mes gouts de solitude 

et de repos. ]' ai expose ma vie， sacri伝 montemps， altere ma sante pour etab1ir un peu 

d'ordre au milieu d'une anarchie sans 1imites et sans fond. La Garde nationale n'etant pas 

ce qu'elle devrait etre， un corps impartial， je me suis trouve soutenir le gouvernement et ses 

fautes.--Sans etat， sans proprietes， pourquoi al-Je voulu soutenir la propriete qu'attaque 

l'industrie de toutes parts? Parce que l'att品quea ete faite avec violence et que je hais cette 

violence qui met la force physique au-dessus de la force spirituelle. Mais que sa forme soit 

la persuaison et je 1a favoriserai!)> 

1832年 2月には，次の言葉が見られる.

~L'ordre social est toujours mauvais. De temps en temps il est seulement supportable. 

Du mauvais au supportable， la dispute ne vaut pas une goutte de sang.)> 

これは ordresocialを非難しているので，一見，これまでの主張と矛盾しているようにみ

える.この考えが Vignyにある以上，彼のなしている秩序の要請は，警戒を用する.彼

が ~La Sauvage)>でみられるような素朴な文明礼讃を本心からする筈はない.このよう

に考える人もいるようであるの. けれども，ここで彼の用いている ordresocia1 なる言葉

は ~Stello)> で云っている絶対王制，共和制，立憲君主制と云った政体を意味している

と考えるべきで，無警察状態、のいいである無秩序に対する秩序をそしっているのではない

と思われる.ここで問題とすべきは，

~ La dispute ne vaut pas une goutte de sang.)> と云う言葉であって，無事の血を流し

てまで変えねばならない政体などは存在しないと云う意味である.暴力による革命を否定

し，理性によって修正してゆこうとする姿勢を示していると解釈すべきである. また

~Stello)> の中にはしコかなる圧制，し〉かなる暴力にも反対する非常に激しい言葉が見出さ

れる.
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~ Venez en haillons， venez en soutane， venez en cuirasse， venez， tueurs d' un homme 

et tueurs de cent mille; depuis la Saint-Barthelemy jusqu'aux septembrisades， de Jac-

ques Clement et de Ravaillac主Louvel，de Des Adrets et Montluc a Marat et Schnei-

der; venez， vous trouverez lCl des amis， mais je n'en serai pas!;} (~Stello)> ch. XXXII. 

Docteur Noirの言葉)

ここにもあらわれているように Vignyが文明の対立として考えている野質性，未開性

は，狂信，残虐，暗殺などと密接である Vignyの根本的態度として，これらに対する嫌

悪が，秩序と平和と云う文明的状態の要請となっているのである. これは後に Castex氏

が， ~... dont le zele clVlque indigna si fort M. Guillemin;} と云う如く， 遂には密告者

の嫌疑までかけられるにいたる7) この問題は依然として水掛論に終っている. と云うの

は Guillemin氏の提出した例のノートが果して官憲の手に渡ったかどうか不明だからであ

る.けれども，ここでとり上げる意義はあると思う.何故なら弁護に立つ側が，どちらに

転んだにしても，そこに見てとるのは，暗殺者を憎み進歩のためには必ずしも必要とは思

われない社会的混乱へ再び落ち込むのを非常に恐れている Vignyの姿だからである. さ

て，ここで，まず， Guillemin氏の告発から述べねばならない. それは要約すれば，次の

様になると思われる.

第ーに， V18nyは革命を恐怖をもって眺めていた.第二lと，彼は財産家の保護の為に，

軍事力が緊急に必要だと思った.彼は是非とも救世主を望んでいた. したがって Louis

Bonaparteがついに， 1851年12月4日，大通りの一斉射撃で， このサーベノレと提棒の独裁

政治 I善人を安心させ，悪人を震え上らせる」政治体制を打ち建てた時， 陶酔のあまり，

我を忘れて，自分の心が溶けるのを感じたので、ある.次いで，彼は上院 (Senat)に入らん

として， bonapartiste になった. 結局上院には，はいらなかったが，彼は Napoleon3世

よりo伍Cler 乙任ぜられるのである.(chevalier Iこしたのは LouisPhilippeであった。)彼は

ついに皇帝の為に，皇帝暗殺の相談をしていた CentGardes三人の中の一人を密告した.

それに彼は，自分の領地のあった地方の危険分子の名を控えたノートを持っていた.要す

るに~La Mort du Loup;}， ~ La Bouteille a la mer;}， ~ L'Esprit Pur;} の孤高の，

stoiqueで， 純粋な詩人は， 自己の財産を守るに汲々たる，地位を得るには他人を売りさ

えする，醜怪なる Tartuffeと判明したと云うのである.以来，これに対し，いろいろな反

論，或は弁護がなされて来た. ここでは， その代表的な， しかも最も穏当と思われる，

Castex氏の意見を載せて置く.

~ Que doit-on penser des accusations formulees par M. GuilIemin et des notes qu'il 

a publi毛田? Vigny est-il alle jusqu'主denoncereffectivεment les ~mauvais esprits;} de 

sa region? Nous n'en possedons aucune preuve et les archives de la police imperiale 

ont brule. On peut a伍rmerseulement qu'il etait tres soucieux de la stabilite du pouvoir 

et tres inquiet de l'action menee par l'opposit ion republicaine. Comment Vigny， dont 
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la pensee avait ete si independante， si courageuse， est-il devenu plus conformiste sous le 

5econd Empire? 50n adhesion a l'Emqire a-t-elle dictee par ['interet personnel? Non， 

sans doute. Il n'a jamais flatte aucun regime， pas meme celui de Napoleon III， et il n'a 

pas rencontre souvent l'Empereur. On a pretendu qu'il briguait un siege de senateur， mais 

on peut etre persuade qu'ill'aurait obtenu s'il s'y etait vraiment applique. Il demeurait sin-

cere et s'estimait coherent. Il pensait que les temps n'etaient pas murs pour etablir la 

Republique. ~ 

いずれにしても，彼と Napoleon3世との個人的関係の他!(Vigny !(は社会の混乱lこ

対する激しい嫌悪があったのは事実である.これを見逃しては判断に正当性を欠くことに

なると思われる7)

次に労働の尊重であるが，これこそ何の矛盾も変貌の危倶もなく一貫して彼の持した態

度と云える.ただこの詩では，この労働が，農耕のみを特に意味するように思われるし，

また彼が， 事実 Charenteの地主として，自らも葡萄園を経営して， 大地に親しんだと

は云え，必ずしも，鋤を引き鍬をふるう肉体的労働とのみ，この労働を解さなくとも良い

と思われる8) 彼は好んで，自分のことを「永遠の学徒だ」と云い 'l)たるところに学ぶべ

きものは転がっている..Jと云っている.彼の云う労働とは，要するに，無為徒食でなく，

常に探求し，何物かをっくり出す行為を意味しているのである.ただ，乙の場合，午、j徴的

であるのは，我々人聞が，何の罪あってか，また刑期がどれだけかも知らず，裁判さえな

くして獄舎につながれている囚人であることをはっきり告げながらの労働の勧めであるこ

とで，彼の所謂 stoicismeの中核となっていることであるの.ところで，このちtoicisme!( 

は，絶望的な状況にあるものえの積極的行動の勧めと云うことで，肺に落ちないところがあ

るように思われるが，元来，労働とは， Vignyの場合文明の側のものである.再三繰り返

すけれども，彼自ら，もし死より生を好むならば野質2より文明を選ばずべからず..Jと云

っているのであるから，実は，彼の根本的態度が死に背を向け，明らかに生の側に組して

いることを告げるものである. つまり，その底には，希望があるので，今日は昨日 lこま

さり，明日は今日をしのぐ」ことは確実なのである.更に云うならば，文明と云う言葉の

中!(，進歩と云う考えが含まれているのであるから， Vignyの文明観は，進歩への信仰で、

もあるわけで，この点では時代の傾向と軌をーにしているのである.

最後に相続権の尊重であるが，この問題は先祖に広大な土地を領有していた領主を持つ

彼としては，かつて， ~Cinq-Mars~ でなした Richelieu による大貴族の組織的改易に対

する糾弾と相まって，没落貴族の遺恨を思わしめるものがなきにしもあらずである. しか

し，彼の場合，この相続権尊重の問題は，決してその様な消極的愁訴に終ってはいない.

むしろ，ここでは，今述べた伝統的な遺産とは別に，労働より生まれた新たな世襲権，神

聖な労苦の結晶としての遺産相続の積極的な要求が見られるのである 10) したがって，ま

ず農耕の尊重，産物を生み出す土地の神聖化と云う形で，この世襲の問題は提起されるの

である.この世襲財産とは，パイオニアの切り開いた開拓地のように，その子や孫1(，事
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業の完成の義務を伴って受け継がれるべきものである.それは母から生命が子lこ伝えられ

るように，神聖なる権利として守られるべきで，法によって確立されるべきものである.

詩篇 <t La Sauvage )>では，大地の神聖化から，領有地の相続権擁護と云う面が特に強調

されてみえるが，殆んど先祖に匹敵する土地を受け継いでいない Vignyにとっては，そ

の後は別な局面を辿り，その方が，彼の特色となる. それは既に<tStello)> で思い当る

ところである.更に<tChatterton)>で方向が定まり，文士，広くは芸術の世界に属する

人々の生活権擁護と云う形に発達するものである11) しかも，これは単に芸術家等の所謂

社会の pariaにとどまるものではない.聾唖者，盲人等の不幸な人々にまで，救助の手を

伸ばそうとするものである.その上，これは最終的には，すべての人聞に対する同房の囚

人として，と云うよりは，もっと積極的に同朋として感ずる同情から，尽きることなく湧

いてくる慈愛の念にまで昇華すると思われる.けれども，最も華々しく現われるのは，著

作権の擁護としてである Vignyは Sainte-Beuveによって，所謂象牙の塔へ閉じこめら

れたのであるが，彼の Academie立候補から1848年の革命後の憲法議会の選挙に立候補す

るにいたる動きは，彼が人の誤解せるが如き意味での象牙の塔の詩人ではないことを物語

るものである 12) この時の彼は<tStello)> で予言した如く， まさに「彼は云うべきこと

を云って，光が生じた..Jのである.

結論として，詩篇<tLaSωvage)>は， Vignyのものした文明礼讃で、ある.また，ここ

に見られる彼の文明観は，一筋の基本的なものとして彼の根本的な態度と考えられるので

ある.それは平和と云う言葉で置き換え得る，秩序の尊重であり，既lこ暁lこ先立つ白光を

眼にしての労働の勧めであり，かつまた，物質より精神を優位に置き，これの進歩を信ず

る一つの信仰である.最後に Vignyの文明観が如何にして，精神と精神の進歩を代表す

る l'hommede lettresの問題につながるかを，彼自らの言葉に求めて結びとする.

<tS'il fallait chercher quelque part une marque evidente du progres de la civilisation， 

je la placerais dans la grandeur toujours croissante du rang que tient l'homme de lettres 

d'abord rhapsode， puis trouvere et amuseur de gens， puis vassal et domestique des grands， 

en五nlibre et aujourd'hui maitre， oui， maitre souverain des societes.)> 13) 

〔註〕

1) Maurice Lange; Encore les sources d' Alfred du Vigny， II La Sauvage. La Revue 

d'Histoire litteraire de la France， 1912. 

2) Jean Giraud; Toujours les sources de Vigny， 1 La genese de <tLa Sauvage)>. La 

Revue d'Hi~toire litteraire de la France， 1914. 

3) <tLes Destinees)>はE.Esteve によるもの， Y.L.S山 lnierによるもの，また P.G. 

Castex によるものが刊行されているがE.Esteveの Editioncritique には，特に詳

しい註がみられる.

4) Source については最初に概括的に触れたが， この詩の美学的な面は， ここでは扱.
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わない.それは Sourceで分るように， この詩の効果は，その借用物との対比か

らも考究されねばならぬし，従来，その散文性は指摘されて居り，この詩で際立つ

ているのは，思想だからである.又この詩は， むしろ dramatiqueであり，詩とし

ての価値K言及するならば，むしろ失敗のよって来る理由をたずねるか，運命詩集

と云う統一体の中でそれをたずねなければならないと思われるからである.

5) <La Maison du Berger~ には名高い「煙を吐く鉄の牡牛」が出て来る.けれども，

Vignyは文明のチャンピオンである鉄道の価値を全く認めなかったわけではない.

むしろ，その輸送手段としての劃期的な力を感知していたが故l乙その「煙を吐き

息せき切って肌える牡牛J !こ「人間はあまり早くのりすぎた」と考えたのである.

したがって，ここでも，物質文明を呪っているよりは，精神がそれに伴って発達し

ていないことを嘆いていると解釈し得るのである.

6) V. L. Saulnier氏は次の様に書いている. < 11 peut bien ici exalter < la sainte union 

des peuples dans les villes ~: on n' oublie pas que repudier le < pacte des villes ~ 

et < fuir les cites serviles ~ est la premiere lecon de la長10rtdu Loup et de la Maison 

du Berger. On n'oublie pas non plus 1a durabte mefIance du poete a l'egard de 

toute ordre socia1. ~ 

ア) この問題は HenriGuillemin 氏が1955年に <M.de Vig町， l'homme d'ordre et 

Poète~ でなした暴語的かっ一方的な発表によって大きく扱われるにいたった. こ

れに対する反論の一例として，本文には Cast口氏の意見を紹介したが， ここでは，

Lefranc夫人， Bertrand de 1a Salle氏の意見も参考としてつけ加えておく.

<Ces images famili企resbien edi五antesne manqueraient pas de revu1ser certain specia-

1iste des haines 1itter叫resposthumes. Bornons-nous lCl主<recouper ~ ces humb1es 

temoignages par ceux de quatre contemporains illustres de Vigny. 

Pour Dumas， Vigny， <C'est un gentilhomme jusqu'au bout des ong1es， fort capab1e 

de vous rendre un service， fort incapab1e de vous jouer un mauvais tour ! ~ Le rude 

F1aubert voit eロ lui:< une des p1us rares honnetes plumes de l'epoque. ~ BaudeIaire， 

curieusement atteint du virus academique， est recu par Vigny ma1gre les pires souf.喝

frances d'un cancer stoiquement supporte. En rentrant chez lui， il ecrit a sa mere: 

<De Vigny que je r九valspmais vu a ete admirable! Decidement， 1a naissance donne 

des vertus et je crois qu'un grand talent implique une grande bonte. ~ Berlioz en五n，

qui， de longue date avョiteprouve le devouement de Vigny， confIait a Lizst des 1832: 

<De Vigny a queIque chose de doux et d'affectueux qui me charme toujours.~ La 

mort de cet ami fut un bouleversement pour lui. Apres 1es obseques， il pria qu'on 

l' accompagnat chez lui. L主， raconte A. Barbier dans ses Souvenirs， i1 essaya de re1ire 

Hamlet， la scene au tombeau d'Ophelie， mais il dut s'interrompre， etouffe par 1es 

pleurs. 
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Ces larmes de l'amitie viri!e et du genie， est-i! p!us pllr hommage pour un poete? ~ 

(Mme C. Lefranc; Approche de Vigny) 

<t: -Certes， une des formes !es p!us agissantes de la pub!icIte est ce qlle les AmerI-

cains appel!ent la contre-pub!icite， et en ce sens， M. Guillemin a fait p!us que n'im-

porte qUI pour rappeler l'attentIon sur VIgny， maIs I!旦 aussIete trop !oIn en portant 

atteInte a l'honneur et a la consideratIon dont s' entouraIt une memoIre I!lllstre. Dans 

le domaine de l'esprit， M. Guillemin est un valeur. Pourquoi faut-i! qu'en ce qui 

concerne Vigny il ait ete si mal inspire? Vigny， a1'res tout， est une des gloires de 

la France. 

. La redaciton de ces notes releve d'un <t:com1'ortement bizarre~. Pour qu'il y 

ait <t: comportement policier ~， il faudrait pouvoir etablir que Vigny s' en servait auprむ

de la police. Or， il n'y a aucun commencement de preuve・ A cette objection， M. 

Gui!lemin repond que les archives de la police im1'etiale ont brule lQrs de la Com-

mune. Par consequent， V01Cl Vigny accuse de mefaits dont la preuve est impossible， 

mais dont on ne peut pas non plus le disclll per! En !angage juridiqlle， ce!a porte 

un nom.... 0心 EmileHenriot disait: <t: degigrement ~， c' est un autre terme qlli 

s lmpose. 

Ce1'endant， M. Gui!lemin est主memede citer un cas concret-et-seu!-de ce qu'i1 

appe!le <t:comportement po!icier~. Il s'agit de l'affaire de Compiegne， ou Vigny se 

trouve， le 25 Octobre 1856， invite p呂r!'Empereur. 

Mais ecoutons Vigny !ui-meme. <t:]'ai pense et senti， ecrit-il， que si quelque assas・

sinat etait tente， n'eut-i! pas reussi， j'aurais de monels remords d'avoir garde le 

silence.~ Vigny a raison. Il ne s'agit pas de savoir s'il avait tort Oll raison d'aimer 

Louis N且poleenni si M. Glli!lemin a tort ou raison d'avoir ce personnage historique 

en horreur. Il s'agit de savoir comment on doit se conduire dans lln cas bien deter-

mine. ... ~ (Bertrand de la Sa!le; A!fred de Vigny， 1963 p1'. 298---303). 

8) <t:La Sauvage~ に於ける，労働の尊重は明らかに，耕作と云うものの尊重を意味

している.これは，元来，ヨーロッパ人がアメリカ原住民より土地を奪ったことを

正当化する意図を持つものである.それ程に植民地主義的lこ解さないとしても，ア

メリカの原住民が，衰滅の一途を辿ったのは，彼等自身の責に帰すべきことを述べ

んとしたものである.けれども， これを Vigny 自身の問題として考えれば，本文

のようにも見られ得ると思うのである.

9) Mme Lefrancは次のように書いている.

<t: F aIre <t: energiquement sa longue et lourde tache ~， cela procure force et a paise-

ment. Avant Camus， Vigny n'est pas eloigne de croire que la lutte porte en elle・



<<La Sauvage>> ou l'eloge de la civilisation par Vigny 55 

meme une recompense et ~ qu'il faut imaginer Sisyphe heureux.)> 

Consolons・nouspar la Pensee et par les contemplations de 1'art. Le travail est un 

oublie， ~ actif， et qui convient a une ame forte)>. Comme le Colon de ~ la Sau-

vage)>， travaillons a etendl.e la civilisation，...)> (Mme Lefranc; Approche de Vigny) 

10) これについて，先にあげた MauriceLangeは次のように述べている.

~Que si Vig町， au contraire， soutient si vigoureusement le droit de propriete， ne 

serait-ce point que son poとmeest date de 1843 et que， trois ans auparavant， Proudhon 

a pubIie sa fameuse brochure: ~ Qu' est-ce que la propriete?)>... Est-il temairaire de 

penser que Vigny a voulu， lui aussi， dire son mot dans ce grave debat? Il l'a dit 

a sa maniere en mettant a profIt ses souvenirs d冗talaet du Voyage en Amerique， mais 

en rajeunissant et modernisant Chactas et en laissant a son compte ce qui， dans son 

christianisme， eut pu sembler conduire aux idees de Proudhon.)> (Encore des sources 

d'Alfred de Vigny， p. 397) 

今ーゥ JeanGiraudはじめ，その後のこの詩の註釈者が重要視しているものに

Vignyの次の言葉がある.

~ C' est moi qui ai propose l' Algerie ou la civilisation conquerante pour prix de 

poesie. Cette revanche de la civilisation qui chasse partout le barbare me semble bien 

demeurer par devant 1'histoire le trait caracteristique de notre siecle. L'homme civilise 

ne doit plus faire naufrager sur aucune cote sans y etre recu par la civilisation， les 

peuples de race europeenne s'avancent contre ce qui reste des Barbares. L'Americain 

chasse les Siminoles， les Russes， les Circassiens， L'Anglais， les Chinois， les Francais， 

les Arabes et les Mores. Personne n' a aborde ces idees， qui sont Ie Poeme meme. 

Si le cαur vous en dit， voyez: ce sera pour l' an prochain.)> 

これは ~La Sauvage)>をI立に出して四年後に VictorLaprade !乙書いたもので

ある.この点から考えると， 歴史の流からして必然的な事象であり， (そのよって

来る)その大きな原因として，未開人の怠惰をあげ，更に，彼等には，真の意味の

土地所有権がないことを宣告していると解される.けれども， V18ny自身の問題と

しては，所有権並びに，世襲権l乙対する関心は，著作権擁護の方向にも発展したと

考え得ると思うのである.

11) Sedaineの造族のためになした尽力がこれの顕著な例である.

12) Bertrand de la Salle氏は，その Alfredde Vigny， 1963において， 次のように述

べている.

~. . . On discerne maintenant ce qu'il faut penser de la retrait du Poete dans la 

tour d'ivoire， jolie expression qui a f;ョitfortune mais qui induit en erreur. La tour 

d'ivoire du poete? Aspiration legitime en elle-meme mais qui ne pourrait s'inspirer 

que d'une doctrine de l'art pour l'art， te!le que la preconisera par exemple un Theo・
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phile Gautier， revenu du romantisme. Mais Vigny， dans les annees 1830， n'est 

nullement un adepte de l'art pour l'art. S'il a decide de vivre separe des pouvoirs 

politiques comme de la melee des partis， c'est qu'en realite il vise plus loin et plus 

haut. Cette tour d'ivoire， c'est plutδt la tourelle d'un phare 0む acoups de projecteur， 

on cherche主sotiderles brumes de l'avenir.)> 

13) Henri Guillemin; M. de Vigny， homme d'ordre et Poet巴. p. 118. 
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